
住
民
の
盛
衰
か
ら
み
た
阿
賀
川
の
河
港
塩
川

千

徳

爾

葉

一
、
目
的
及
び
方
法

河
川
湖
沼
の
歴
史
地
理
に
お
い
て
、
港
町
の
研
究
は
数
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
集
落
全
体
の
戸
数
や
人
口
あ
る
い
は

住民の盛表からみた阿賀川の河港塩川

船
舶
数
な
ど
の
増
減
を
指
標
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
発
達
・
盛
衰
を
あ
と
づ
け
て
い
る
。
多
く
の
場
合
は
そ
れ
に
よ
っ
て
も
一
応
の
見
当

が
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
は
客
観
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
逆
に
い
う
と
そ
れ
は
第
三
者
か
ら
見
た
見
か
け
上
の
繁
栄
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

た
と
え
ば
か
の
柳
田
国
男
が
問
題
と
し
た
よ
う
な
、
明
治
以
来
多
く
の
地
方
住
民
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ

た
「
郷
土
を
覆
う
衰
微
感
?
と

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
は
求
め
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
住
民
の
知
覚
と
し
て
の
、
他
地
資
本
に

の
根
原
は
、

よ
る
侵
蝕
、
商
業
経
営
の
不
振
、
住
民
の
自
由
意
志
の
地
域
行
政
へ
の
反
映
の
不
充
分
さ
、
な
ど
と
い
っ
た
部
面
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ

う
な
人
口
・
戸
数
な
ど
の
指
標
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
民
の
知
覚
を
求
め
る
た
め
に
は
、
住
民
が
歴

史
的
に
構
成
し
て
き
た
地
域
社
会
の
組
織
が
、
維
持
さ
れ
て
い
る
か
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
と
ら
え
直
す
必
要
が
あ

る
(
2
1

そ
の
た
め
に
は
、
港
集
落
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
性
格
的
変
選
を
経
て
き
た
か
を
、
成
員
と
し
て
の
個
々
の
家
の
盛
衰
か
ら
見
て
ゆ
か
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ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
資
料
は
容
易
に
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
を
現
状
に
即
し
て
分
析
す
る
た
め
に
は
綿
密
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な
社
会
調
査
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
試
み
は
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、

一
端
を
報
告
し
て
教

示
を
得
た
い
。

資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
、
会
津
若
松
図
書
館
蔵
「
塩
川
民
家
系
図
」
六
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
一

O
(
一
八
七
七
)
年
か
ら
約
一

0
年
聞
を
費
し
て
、
久
し
く
同
地
に
居
住
し
穀
物
商
を
営
ん
だ
北
村
金
三
郎
氏
が
調
査
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
か
つ
て
塩
川
に

居
住
し
た
こ
と
の
あ
る
家
系
約
四

O
O戸
に
つ
い
て
、
そ
の
系
図
を
調
査
し
、
絶
家
し
た
も
の
や
移
住
先
を
知
る
こ
と
の
出
来
た
も
の
を

も
網
羅
し
て
あ
る
。
絶
家
に
つ
い
て
は
伝
承
や
寺
に
残
さ
れ
た
位
牌
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
い
る
の
で
、

一
代
の
み
居
住
し
た
家
な
ど

は
洩
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
数
代
以
上
在
住
し
た
家
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
そ
の

資
料
の
う
ち
、
明
治
一

O
i二
O
年
の
聞
に
塩
川
に
居
住
し
た
約
一
四

O
戸
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
が
い
つ
の
時
代
に
来
住
し
た
か

を
も
っ
て
近
世
の
塩
川
の
変
遷
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
家
系
が
現
在
(
一
九
七

0
年
代
)
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
よ

っ
て
、
近
代
の
塩
川
の
状
況
を
判
定
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、
文
政
年
間
の
町
並
図
と
明
治
廿
六
(
一
八
九
三
)

年
の
地
籍
図
と
が
利
用
で
き
た
。
そ
の
他
『
塩
川
町
史
(
3
〉』

等
が
あ
る
が
、

今
回
は
地
元
文
書
の
う
ち
福
島
県
立
図
書
館
に
移
さ
れ
た

資
料
は
、

一
部
分
の
み
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た

7
〉
の
が
残
念
で
あ
る
。

な
お
、

塩
川
町
教
育
委
員
会
及
び
下
別
府
在
住
の
山
口
謙
吉

氏
か
ら
、
資
料
の
閲
覧
並
び
に
調
査
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

二
、
河
港
と
し
て
の
塩
川
の
発
達

塩
川
は
第
一
図
に
示
す
よ
う
に
、
阿
賀
川
上
流
会
津
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
日
橘
川
と
大
塩
川
と
の
合
流
点
を
占
め
、
阿
賀
川
水

系
可
航
水
路
の
最
上
端
に
あ
る
。
そ
の
位
置
は
、
北
は
喜
多
方
方
面
、
南
は
若
松
方
面
、
東
は
猪
苗
代
か
ら
須
賀
川
及
び
二
本
松
方
面
の
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中
通
り
地
帯
へ
の
、
物
資
の
集
散
地
と
し
て
適
当
な
場
所
で
あ

り
、
中
世
末
期
の
芦
名
氏
の
支
城
で
あ
っ
た
浜
崎
城
に
接
す
る

集
落
と
し
て
発
達
し
た
(
5
u
o

し
た
が
っ
て
、

初
期
の
塩
川
市

塩川の位置(黒丸は塩川，梨地は平担1也を示す)

街
の
居
住
者
で
は
、
芦
名
氏
や
そ
の
あ
と
の
支
配
者
で
あ
っ
た

蒲
生
氏
の
家
臣
が
地
侍
化
し
た
人
び
と
が
有
力
者
と
な
っ
た
。

市
街
と
し
て
は
古
町
・
仲
町
・
新
町
が
南
か
ら
北
に
並
び
、
南

北
に
通
ず
る
米
沢
街
道
に
そ
っ
て
、
表
間
口
を
ほ
ぼ
等
し
く
す

る
町
割
が
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
宅
地

は
屋
敷
と
し
て
裏
の
方
は
土
地
の
状
況
に
応
じ
た
奥
行
を
も

ち
、
間
口
の
広
狭
は
必
ず
し
も
面
積
、
し
た
が
っ
て
富
や
権
力

し
た
が
っ

の
程
度
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。

て
、
そ
の
町
割
は
計
画
的
開
拓
路
村
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
単
に
間
口
の
み
を
規
制
し
た
市
場
的
性
格
の
町
剖
で

図 1

あ
る
。
こ
の
町
割
が
、
い
っ
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
長
一
三
ご
六

O
八
)
年
に

塩
川
に
駅
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
通
が
金
川
通
に
代
っ
て
米
沢
へ

の
表
街
道
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
お
そ
く
も
蒲
生
氏
支
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表

1 600 

天
正
一

O

天
正
一
八

慶

長

六

慶
長
一
一
一
一

寛
永

寛明慶正
文麿安保

1 70 0 

貞

享

元

貞

享

三

元
禄
一

O

元
禄
二
一

享
保
一
一

享
保
ご
ニ

享
保
一
四

享
保
二

O

宝
暦

塩

年

表

)11 

年

小
田
付
市
町
剖
行
わ
る

蒲
生
氏
郷
支
配

熊
倉
市
開
始
、
塩
川
城
代
置
か
る
。
栗
村
氏
塩
川
支
配
。

小
荒
井
市
三
カ
町
に
分
割
さ
る
。
塩
川
駅
と
な
る
。

ム
ノ、

阿
賀
川
水
路
改
修
。
小
荒
井
小
田
付
市
協
調
成
る
。

八元二二

塩
川
鎮
守
駒
形
社
現
在
地
に
移
る
。
駒
市
挙
行
。

阿
賀
川
水
路
第
二
次
改
修
。

塩
川
駒
市
返
上
。
翌
年
再
興
。

近
江
屋
塩
川
に
居
住
。

栗
村
氏
最
上
川
通
船
を
視
察
。

塩
川
上
方
廻
米
積
出
開
始
。

阿
賀
川
通
船
地
震
の
為
閉
鎖
。

塩
川
市
立
請
願
不
成
功

阿
賀
川
改
修
開
始
。

第
二
次
定
期
市
請
願
不
成
功
。
駒
市
停
止
。

阿
賀
川
水
運
再
開
。

第
三
次
関
市
請
願
失
敗
。

四

塩
川
大
火
百
余
戸
焼
失
す
。

表

主
要
前
期
有
力
者
姓
民

栗
村
民
(
地
侍
出
身
)
郷
頭
・
検
断

一
重
氏
(
右
同
)

塩
川
民
(
右
同
)

長
沢
民
(
近
村
肝
煎
)

大
堀
氏
(
右
同
)

津

田

氏

(

右

同

)

鈴

木

氏

(

右

同

)

深
田
民
(
近
江
商
人
)

斎
藤
氏
(
右
同
)
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宝
暦

1 800 

文寛天明
化政明和

元二七五

塩
川
郷
頭
栗
村
氏
絶
家
。
第
四
次
関
市
請
願
却
下
。

阿
賀
川
水
運
再
開
。
海
野
氏
経
営
す
。

塩
川
船
大
工
猪
苗
代
通
船
を
建
造
す
。

塩
川
戸
数
百
七
十
六
戸
、
人
口
一
千
人
。

塩
川
船
頭
条
目
定
ま
る
。

塩
川
に
暮
の
詰
市
あ
り
。

東
栗
村
(
分
家
)
回
米
船
預
り
と
な
る
。

塩
川
商
人
相
場
取
合
法
制
定
。

金
毘
羅
社
勧
請
。

塩
川
百
七
十
四
戸
九
百
八
十
二
人
。

塩
川
烏
敵
図
成
る
。

塩
川
大
火
。
七
三
戸
焼
失
。
一
舟
び
一
八
一
戸
焼
失
。

阿
賀
川
水
路
沼
垂
ま
で
直
通
と
な
る
。

塩
川
戸
数
二
百
一
一
一
十
戸
、
人
口
一
千
二
百
二
人
。

大
寺
街
道
・
米
沢
街
道
改
修
成
る
。
塩
川
大
火
。

塩
川
大
火
。
塩
川
製
糸
工
場
開
設

岩
越
鉄
道
若
松
ま
で
開
通
。

岩
越
線
全
通
。
阿
賀
川
水
運
完
全
に
停
止
。

主
要
後
期
有
力
者
姓
氏

1900 

文

化

九

文
化
一

O

文

政

五

文

政

七

天
保
一
一
ニ

嘉

永

四

明
治
一

O

明
治
二

O

明
治
一
一
一

明
治
12

三

大

正

三

一
重
氏
(
地
侍
出
身
)

栗
村
民
(
奈
良
屋
系
分
家
)

斎
藤
氏
(
近
江
商
人
傍
系
分
家
)

山
口
氏
(
斎
藤
一
族
傍
系
)

豆
十
嵐
氏
(
穀
物
商
)

角
田
氏
(
右
同
)

真
壁
氏
(
右
同
)

穴
沢
氏
(
近
村
肝
煎
}

大

久

保

氏

?

秋

山

民

?

北
村
民
(
穀
物
商
)

伊

藤

民

?

佐

藤

氏

?

配
の
時
代
に
町
割
の
基
本
が
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
年
に
今
の
喜
多
方
市
街
の
中
核
と
し
て
の
小
荒
井
市
が
、
上
中
下
の
三
町

に
分
割
さ
れ
、
こ
こ
に
も
町
割
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
塩
川
市
街
の
町
割
の
起
原
を
考
え
る
上
で
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
と
し
て
小
田
付
市
の
町
割
が
天
正
一

O
年
に
な
さ
れ
た
と
い
う
倒
も
あ
る
す
〉
。
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武
士
出
身
者
の
ほ
か
に
は
、
地
元
農
村
の
有
力
者
で
あ
る
肝
煎
層
と
上
方
か
ら
来
住
し
た
近
江
商
人
が
あ
り
、
そ
れ
に
大
坂
陣
の
落
武
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者
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
塩
川
の
住
民
が
成
立
し
た
。
そ
の
主
要
な
家
名
を
第
一
表
に
示
す
。
か
く
し
て
成
立
し
た
塩
川
は
、
そ
れ
か
ら
約

入
O
年
後
に
会
津
藩
の
上
方
廻
米
の
積
出
港
と
し
て
正
式
に
河
港
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
出
す
。
こ
の
と
き
、
落
の
意
向
を
う
け
て
そ
の

運
営
に
当
っ
た
の
は
、
地
侍
出
身
の
土
地
の
有
力
者
栗
村
氏
で
、
鎮
守
の
駒
形
神
社
と
菩
提
寺
阿
弥
陀
寺
と
の
前
面
に
広
大
な
間
口
四
戸

分
の
屋
敷
を
か
ま
え
、
町
検
断
と
塩
川
郷
頭
を
も
兼
ね
て
勢
威
を
ふ
る
っ
た
。

と
こ
ろ
が
開
港
後
約
一

O
年
の
元
雄
一

O
(
一
六
九
七
)
年
に
大
地
震
が
あ
り
、
阿
賀
川
の
峡
谷
壁
が
崩
れ
て
水
路
が
不
通
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
約
一
二

O
年
後
の
享
保
一
四
(
一
七
二
九
)
年
に
再
開
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

一
部
舟
航
困
難
の
た
め
に
途
中
陸
揚
事
け
し
て
馬
に

積
替
え
ね
ば
な
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
下
り
荷
は
と
も
か
く
上
せ
荷
の
大
半
は
野
沢
で
陸
揚
げ
し
た
後
は
、
引
っ
ず
い
て
陸
送
に
よ
っ
て
直

接
若
松
・
高
田
・
喜
多
方
な
ど
に
送
ら
れ
る
貨
物
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
塩
川
は
河
港
と
し
て
の
繁
栄
は
さ
ほ
ど
顕
著
と
は
い
え
な
か
一

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
二
ご
七
九

O
)
年
に
は
「
塩
川
船
頭
条
目
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
約
二

O
年
後
の
文
化
九

二
八
一
二
)
年
に
は
「
相
場
取
合
法
」
が
定
め
ら
れ
て
、
こ
の
地
で
米
相
場
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
み
れ
ば
、
廻
米
積

出
港
と
し
て
の
意
義
は
か
な
り
強
固
で
、
資
料
に
よ
れ
ば
、
年
間
約
五

O
、
0
0
0俵
前
後
が
上
方
廻
米
と
し
て
、
西
廻
海
運
に
よ
っ
て

大
坂
に
送
ら
れ
て
い
た
。

塩
川
の
河
港
機
能
が
振
わ
な
か
っ
た
の
は
二
つ
は
前
述
し
た
よ
う
な
河
道
の
災
害
に
も
と
づ
く
が
、
『
塩
川
町
史
』
の
記
述
か
ら
み
る

と
、
こ
の
時
期
ま
で
の
地
元
有
力
者
た
ち
が
、
新
ら
し
い
交
通
体
系
の
整
備
と
し
て
の
、
藩
に
よ
る
廻
米
の
積
出
や
塩
そ
の
他
の
移
入
物

資
の
取
引
に
よ
っ
て
地
元
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
中
世
末
期
以
来
の
市
場
取
引
の
手
数
料
に
よ
る
土
地
の
繁
栄
を
求
め
、
従
来
の

定
期
市
場
で
あ
る
小
田
付
・
小
荒
井
の
市
と
競
争
し
、
開
市
の
権
利
を
得
る
た
め
度
々
訴
訟
を
お
こ
し
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
ハ
7
〉

O

こ
の
た
め
前
後
約
一

O
O年
に
わ
た
り
、
四
回
の
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
塩
川
の
敗
訴
に
終
り
、
そ
の
経
費
損
失
は
莫
大
な



も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
栗
村
本
家
が
塩
川
の
行
政
的
支
配
権
を
独
占
し
て
世
代
を
重
ね
た
結
果
と
し
て
、
政
治
的
腐
敗

の
た
め
行
政
も
不
振
を
ま
ね
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
会
津
藩
も
在
来
の
地
元
有
力
者
を
し
だ
い
に
思
避
す
る
よ
う
に
な
り
、
廻
米

そ
の
他
の
権
利
を
他
地
の
者
に
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
塩
川
の
河
港
機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
事
柄
が
入
組
ん
で
説
明
が
わ
ず
ら
わ
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
本
筋
か
ら
も
は
な
れ
る
の
で
詳
し
く
は
文
献

ハ
ー
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
省
略
し
て
お
く
。

明
治
二
六
年
の
市
街
地
町
割
図
を
ベ

l
ス
と
し
、
近
世
前
期
に
有
力
町
人
層
と
な
っ
た
、
元
藤
以
前
か
ら
の
住
民
家
系
を
記
入
し
て
第

2
図
を
得
た
(
省
略
。
第
4
図
参
照
)
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

河
港
に
は
さ
ま
れ
た
古
町
と
、
陸
路
で
米
沢
・
猪
苗
代
・
喜
多
方
の
三
方
に
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通
ず
る
新
町
と
に
、
比
較
的
古
い
家
系
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
の
陸
路
の
う
ち
猪
苗
代
に
通
ず
る
道
は
、
猪
苗
代
湖

の
水
運
を
利
用
し
て
白
河
方
面
を
経
由
す
る
江
戸
廻
米
の
輸
送
に
使
用
さ
れ
た
。
こ
こ
に
八
組
の
村
々
か
ら
約
二
四
、

0
0
0俵
の
米
が

集
め
ら
れ
、
塩
川
か
ら
代
田
組
稲
荷
原
に
あ
っ
た
藩
の
倉
庫
に
収
納
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
湖
上
運
送
に
よ
り
江
戸
に
出
荷
す
る
と
い
う
方
法

が
と
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
塩
川
は
水
路
及
び
陸
路
と
も
に
廻
米
輸
送
の
基
点
に
当
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
塩
川
市
街
と
河
港
と
の
位
置
関
係
を
第
3
図
に
示
す
。
古
く
は
市
街
の
北
に
姥
堂
川
が
流
れ
て
い
た
が
、
こ
の
河
道
が
北

に
遷
っ
た
天
明
年
聞
か
ら
、
そ
の
河
原
を
埋
立
て
て
宅
地
化
し
、
そ
こ
に
屋
敷
を
割
っ
て
新
丁
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
寛
政
四
(
一
七
九

一
一
)
年
に
検
地
を
受
け
た
が
、
後
に
大
塩
街
道
に
沿
う
竹
屋
町
と
米
沢
街
道
に
沿
っ
た
米
沢
町
に
分
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
町
に

は
旧
家
で
あ
る
元
棟
以
前
か
ら
の
家
系
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
部
の
旧
家
が
古
町
や
仲
町
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
極
J

め
て
限
ら
れ
、
多
く
は
旧
来
の
市
街
の
旧
家
か
ら
次
三
男
や
奉
公
人
が
分
家
し
た
り
、
新
来
者
が
住
み
つ
い
て
成
立
し
た
町
で
あ
る
。

大
塩
川
の
下
流
は
扇
状
地
の
末
端
で
湧
水
が
あ
り
、
水
量
が
一
定
し
て
緩
や
か
に
流
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
水
量
は
多
い
が
急
流
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で
河
床
の
変
動
し
や
す
い
日
橋
川
に
く
ら
べ
る
と
、
河
港
を

設
け
る
に
は
大
塩
川
の
方
が
適
し
て
い
た
。
そ
こ
で
も
っ
と

も
早
く
成
立
し
た
古
町
で
は
、
両
河
川
の
合
流
点
を
占
居
し

て
、
天
候
や
河
況
の
条
件
に
応
じ
て
、
二
つ
の
川
の
う
ち
都

塩川と河道の変遷

合
の
よ
い
方
を
利
用
し
て
い
た
が
、
廻
米
河
港
と
し
て
藩
が

指
定
し
た
の
は
大
塩
川
の
方
で
、
古
町
の
対
岸
仲
町
の
西
側

の
弘
法
清
水
の
傍
ら
に
あ
り
、
こ
こ
に
藩
の
廻
米
事
務
所
や

米
穀
倉
庫
群
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
仲
町
に

廻
米
問
屋
と
し
て
の
栗
村
家
が
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、

か
つ
て
当
時
と
し
て
は
巨
大
な
廻
米
船
用
の
修
理

ド
ッ
グ
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
舟
大
工
の
作
業
所
な

図 3

ど
や
、
陸
揚
用
の
上
せ
荷
の
倉
庫
な
ど
も
こ
の
付
近
に
存
在

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て

の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

、
近
世
後
期
以
後
の
塩
川
市
街

さ
き
の
、
近
世
後
期
文
政
七
(
一
八
二
四
)
年
ま
で
続
い
旧
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竹屋町

庖塑元禄以前より継続の家系

広ヨ文化ころ以後継続の家系

。幕末期米穀商

た
家
の
分
布
図
と
、
そ
れ
か
ら
約
六

O
年
後
の
明
治
一

O
(
一
入
七
七
)

年
に
も
、
依
然
と
し
て
元
職
以
前
か
ら
継
続
維
持
さ
れ
て
き
た
家
系
と

を
対
比
し
て
み
る
(
図
4
)
こ
の
図
で
濃
い
ハ
ッ
チ
を
つ
け
た
の
が
元

職
以
前
か
ら
引
っ
ず
い
て
存
在
し
た
家
で
あ
り
、
淡
色
で
示
し
た
の

塩川町割図による新旧家系分布

が
、
さ
き
の
文
政
年
聞
に
存
在
し
て
明
治
一

0
年
代
ま
で
維
持
さ
れ
た

家
で
あ
る
。
白
い
ま
ま
と
し
た
の
は
、
そ
れ
以
後
に
変
動
の
あ
っ
た
家

系
で
、
全
体
と
し
て
は
や
は
り
旧
家
は
古
町
と
新
町
と
に
集
ま
り
、
仲

町
そ
の
他
に
少
な
い
状
態
に
は
変
り
が
な
い
。
そ
し
て
、

O
印
を
付
し

た
の
は
慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
に
結
成
さ
れ
た
穀
問
屋
仲
間
に
加
わ

っ
て
い
る
家
で
あ
る
。
こ
の
印
の
つ
い
た
家
が
、
さ
き
の
河
港
付
近
と

新
町
十
字
路
と
の
二
地
区
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

図 4

こ
と
に
、
当
時
塩
川
の
富
を
二
分
す
る
と
い
わ
れ
た
大
津
屋
八
右
衛
門

と
中
島
屋
三
九
郎
と
が
、
共
に
北
方
の
新
町
十
字
路
沿
い
に
位
置
し
て

い
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

は
じ
に
め
開
設
さ
れ
た
市

街
地
で
は
、
近
世
前
期
に
は
河
港
付
近
に
集
ま
っ
て
い
た
旧
家
の
有
力

者
層
が
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
陸
路
江
戸
廻
米
の
輸
送
基
地
で
あ
る

新
町
十
字
路
付
近
の
新
興
商
人
群
に
、
塩
川
の
経
済
的
実
権
を
ゆ
ず
り
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渡
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
塩
川
が
鉄
道
交
通
発
達
前
の
内
陸
水
運
の
発
達
最
盛
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
す
で
に
河
港
と
し
て
の
性
格
よ
り
も
陸
運
基
地
的
性
格
を
強
め
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
し
た
。

い
ま
一
つ
、
こ
の
よ
う
に
当
時
の
経
済
状
況
が
水
運
よ
り
も
陸
運
に
傾
い
て
い
た
こ
と
の
現
れ
を
あ
げ
よ
う
。
塩
川
か
ら
大
塩
川
を
渡

っ
て
大
寺
に
出
て
猪
苗
代
方
面
に
通
ず
る
大
寺
街
道
の
工
事
が
、
明
治
二

O
年
に
完
成
し
て
米
の
馬
車
に
よ
る
東
へ
の
輸
送
の
便
が
加
わ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
塩
川
の
上
流
ま
で
引
船
で
日
橋
川
を
湖
り
、
猪
苗
代
行
き
の
米
を
最
終
的
に
陸
揚
げ
す
る
河
岸
と
し
て
活
動
し
て

い
た
金
橋
が
衰
滅
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
同
時
に
会
津
盆
地
北
部
の
米
を
引
船
で
輸
送
し
、
押
切
川
を
湖
っ
て
陸
送
さ
せ
る
基
地
と
し
て

発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
大
木
河
岸
も
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
、
内
陸
輸
送
は
河
川
の
制
約
上
ど
こ
か
で
馬
か
車
に
積
替
え
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
が
、
貨
物
量
の
増
大
に
伴
っ
て
そ
の
中
継
点
は
一
時
的
に
繁
栄
す
る
。
し
か
し
、

よ
り
貨
物
が
増
加
す
る
と
積
替
え
の
た
め
の

包
装
変
換
や
移
動
労
力
が
大
き
く
な
っ
て
経
費
の
増
加
、
貨
物
の
破
損
・
滅
失
を
ま
ね
き
、
差
引
収
支
が
あ
わ
な
く
な
っ
て
陸
上
の
付
通

し
輸
送
が
有
利
と
な
る
時
点
が
現
わ
れ
て
く
る
。
河
港
で
あ
っ
た
塩
川
の
性
格
の
変
化
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
点
に
相
当
す
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
米
穀
そ
の
他
の
塩
川
に
お
け
る
水
上
・
陸
上
の
取
扱
量
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
の
事
が
よ
り
確
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
、
こ
の
種
の
資
料
を
入
手
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
に
な
っ
て
藩
に
よ
る
上
方
廻
米
が
行
な
わ
れ
な

く
な
り
、
主
と
し
て
民
間
取
引
に
よ
る
米
の
輸
送
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
方
向
け
廻
米
の
必
要
性
は
大
い
に
減
じ
た
に

ち
が
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
使
命
と
し
た
河
港
と
し
て
の
塩
川
の
地
位
は
相
対
的
に
低
下
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
塩
川

が
完
全
な
阿
賀
川
水
運
の
終
端
河
港
と
し
て
の
機
能
を
果
し
た
の
は
、
嘉
永
四
こ
八
五
一
)
年
の
廻
米
船
の
沼
垂
直
航
下
船
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
、
約
一

0
年
聞
が
限
度
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
間
に
新
旧
家
系
の
繁
栄
交
代
現
象
が
認
め
ら
れ
、
明
治

一O
|
ニ
。
年
代
の
塩
川
の
有
力
な
家
系
の
姓
氏
を
み
る
と
、
近
世
中
期
の
そ
れ
と
共
通
す
る
も
の
は
い
ち
じ
る
し
く
少
な
い
。
ま
た
、
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共
通
す
る
姓
氏
で
あ
っ
て
も
系
統
と
し
て
は
直
系
で
は
な
く
、
分
家
筋
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
大
半
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に
経
済
的
地
位
に
お
け
る
本
分
家
の
上
下
関
係

塩ー商家の経営内容(塩川古町吉田屋大福帳による)

が
変
化
し
、
社
会
的
に
は
旧
家
に
対
す
る
新
来
者
の
優
位
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

第
5
図
(
省
略
)
は
さ
き
の
文
政
も
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
昭
和
五

O
(
一
九
七
五
)
年

ま
で
継
続
し
て
い
た
家
系
の
分
布
で
、
黒
丸
を
付
け
た
の
は
特
に
元
禄
以
前
の
旧
家
を
示

す
。
こ
れ
ら
旧
家
は
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
塩
川
市
街
の
二
つ
の
核
地
域
に
集
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
の
大
部
分
は
地
侍
の
系
統
よ
り
も
近
江
商
人
な
ど
と
し
て
来
住
し
た
家
の
子
孫
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
地
方
政
治
な
ど
権
力
に
か
か
わ
る
こ
と
を
せ
ず
、
商
業
一
途
で
生
き
ぬ
い

た
家
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

塩
川
は
上
記
の
よ
う
に
米
穀
積
出
港
と
し
て
発
達
し
、
そ
の
穀
物
集
散
地
と
し
て
の
位
置

を
利
用
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
末
に
は
「
誇
品
小
荒
井
、
と
む
ら
い
坂
下
、

金
は
塩
川
」
と
諺
に
も
な
っ
た
よ
う
に
、
米
穀
商
か
ら
転
じ
た
金
融
業
者
が
増
加
し
て
い
る
。

諸
品
小
荒
井
と
は
日
限
市
の
聞
か
れ
て
商
品
の
集
ま
る
喜
多
方
を
さ
し
、
葬
式
は
坂
下
と
い

う
の
は
諸
宗
寺
院
の
多
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
城
下
町
若
松
に
劣
ら

図 8

ぬ
財
力
を
誇
っ
た
塩
川
の
発
展
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
変
還
を
代
表
す
る

経
営
の
事
例
と
し
て
、
古
町
屈
指
の
豪
商
で
あ
っ
た
旧
家
斎
藤
氏
の
一
族
と
し
て
の
、
山
口

家
の
文
化
以
来
の
財
産
目
録
な
ら
び
に
年
末
計
算
に
よ
る
純
益
高
の
グ
ラ
フ
を
第
6
図
に
示
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す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近
世
後
期
か
ら
近
代
を
通
ず
る
塩
川
の
商
業
情
勢
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
と
思
う
。

資
料
と
し
た
の
は
、
山
口
謙
吉
家
の
大
福
帳
で
あ
っ
て
、
最
初
の
も
の
は
文
化
一
四
(
一
八
一
七
)
年
の
一
冊
で
、
当
時
こ
の
家
は
呉

服
商
で
あ
り
衣
類
(
無
地
)

-
柄
物
・
穀
物
の
三
つ
に
分
類
し
て
資
産
が
記
録
さ
れ
、
総
計
七
四

O
両
二
分
で
あ
っ
た
。
家
屋
・
土
地
等

の
不
動
産
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
次
ぐ
資
料
は
し
ば
ら
く
欠
け
て
、
安
政
三
(
一
八
五
六
)
年
と
な
る
。
こ
の
帳
面

に
は
最
初
に
「
居
下
家
例
年
々
正
月
十
日
定
日
之
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
か
ら
財
産
調
ベ
が
家
例
と
し
て
規
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
も
商
売
と
し
て
は
呉
服
物
で
あ
り
、
衣
類
三
六
両
余
、
柄
物
一

O
両
余
、
穀
物
六
両
余
と
な
っ

て
資
産
の
大
半
は
商
品
と
食
糧
品
の
備
蓄
と
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
の
地
方
が
東
北
日
本
の
一
般
農
村
と
同
じ
く
、
冬
期
春
期
の
食
糧
備

蓄
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
が
、
こ
の
資
産
目
録
か
ら
う
か
が
わ
れ
、
同
時
に
呉
服
・
衣
類
の
大
半
が
実
用
的
な
無
地
の

衣
類
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

安
政
五
年
の
決
算
で
は
動
的
資
産
が
九
六
九
両
余
に
増
大
す
る
。
そ
の
締
高
の
後
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

L 、。「
近
年
質
商
も
増
し
候
ニ
付
き
、
近
年
入
方
ハ
増
シ
侯
事
旦
著
シ
。
病
人
物
入
モ
ナ
シ
。
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
既
に
質
商
を
兼
ね
て
お
り
、
安
政
三
年
に
七
五
一
両
だ
っ
た
資
産
が
三
年
で
一
一
入
両
と
元
高
に
対
し
て
一
五
%

の
増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
商
売
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
財
産
消
耗
の
大
き
な
理
由
が
病
気

と
物
入
す
な
わ
ち
冠
婚
葬
祭
と
い
っ
た
儀
礼
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
翌
々
年
に
も
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

「
近
年
両
質
甚
だ
多
く
、
商
人
質
も
少
々
一
候
。
小
質
は
増
長
シ
値
も
不
足
の
事
。
」



言
葉
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
両
質
と
い
う
の
は
銭
で
借
り
る
少
額
の
質
で
な
く
て
、
対
価
が
両
で
あ
る
よ
う
な
金
建
の
多
額
の
質
を
意
味

す
る
よ
う
で
あ
る
。
商
人
質
は
資
金
を
融
通
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
形
を
さ
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
小
質
は
銭
を
借
り
る
通
常
の
質
草

に
よ
る
も
の
の
こ
と
ら
し
い
。
こ
の
た
め
山
口
家
の
資
産
は
ど
ん
ど
ん
増
大
し
て
、
明
治
元
(
一
八
六
人
)
年
に
は
既
に
安
政
三
年
に
対

し
倍
増
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
三
年
に
一
九

O
一
ニ
両
と
上
昇
し
た
資
産
も
翌
年
に
は
一
ニ

O
両
を
減
じ
た
。
そ
の
メ

モ
に
は
次
の
よ
う
に
当
主
の
筆
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
当
年
僕
婚
礼
、
妹
嫁
ニ
出
シ
な
と
に
て
金
員
は
過
分
費
シ
、
当
年
出
火
ニ
テ
入
費
過
分
。
」

こ
れ
ま
で
年
間
八

O
ー
一

O
O両
の
割
合
で
増
加
し
て
い
た
資
産
が
三

O
両
の
減
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
収
入
滅
は
一

住民の盛衰からみた阿賀川の河港塩川

一
O
l
一
三

O
両
程
度
に
及
ん
だ
と
み
ら
れ
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、

一
般
商
家
に
と
っ
て
冠
婚
葬
祭
と
病
気
火
災
な
ど
が
大
き
な
打

撃
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

明
治
一
七
、
二

O
年
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
松
方
財
政
で
経
済
変
動
が
大
き
か
っ
た
た
め
か
、
四
カ
年
の
平
均
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

前
回
の
極
大
資
産
を
示
す
明
治
三
年
に
く
ら
べ
て
四
二

O
両
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
メ
モ
に
は
、

「
前
文
ノ
通
、
明
治
一
七
年
以
降
ハ
実
ニ
社
会
ノ
不
景
気
に
や
多
分
不
融
通
金
も
出
来
、
互
又
世
間
交
通
次
第
ニ
関
ケ
其
出
費
多
分
ユ
シ
テ
利
徳
ハ
薄
グ
、

自
身
明
治
一
五
年
以
降
胃
弱
之
病
ニ
ヨ
リ
、
又
明
治
二
十
年
四
月
仲
町
出
火
云
々
」

と
あ
っ
て
、
不
景
気
と
共
に
病
気
・
火
災
が
家
計
に
与
え
た
打
撃
が
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

山
口
家
は
他
の
塩
川
の
商
家
と
同
様
に
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
自
家
に
多
少
の
耕
地
を
も
ち
、
食
物
の
自
給
や
商
品
農
産
物
の
生
産
を
も
行

っ
て
い
た
ら
し
い
す
)
。
そ
し
て
農
耕
面
は
主
と
し
て
老
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
れ
は
、
明
治
二
三
年
の
帳
面
に
次
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
年
の
資
産
額
は
一
九
八
六
円
余
で
あ
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る
が
、
内
訳
に
母
上
よ
り
五

O
O円
譲
受
ケ
と
記
さ
れ
、
別
に
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
五
年
六
年
以
来
ハ
母
上
よ
り
数
度
譲
受
金
致
候
。
故
ハ
家
政
改
革
シ
テ
養
蚕
ノ
如
キ
ハ
葎
テ
稼
手
ニ
利
益
ト
シ
テ
母
ノ
手
元
ニ
任
セ
云
々
」

従
っ
て
山
口
家
は
当
事
ま
で
母
の
指
揮
に
よ
る
養
蛋
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
た
わ
け
で
、
家
計
上
農
業
収
入
も
商
業
収
入
も
一
括
し
て
資
産

と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
こ
の
時
期
に
分
離
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
日
本
に
進
行
し
て
い
た
資
本
主
義
化
の
波
に
よ

っ
て
刺
激
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
発
主
一
人
の
才
覚
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な
旧
式

経
営
か
ら
の
離
脱
は
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
明
治
四

0
年
代
か
ら
は
、
近
代
的
な
出
納
記
録
と
資
産
台
帳
に
な
ら
っ
た
財
産
明

細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
間
に
、
明
治
一
ニ

0
年
代
に
土
蔵
を
新
築
し
て
財
産
増
も
着
々
進
行
す
る
。
こ
の
こ
ろ
は
事
類
商
は
止

め
て
質
商
・
金
融
を
主
と
し
、
土
地
の
集
積
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
不
在
地
主
型
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。

塩
川
と
し
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
陸
上
交
通
の
発
達
と
、
そ
の
裏
と
し
て
の
水
運
の
相
対
的
比
重
低
下
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
山
口

家
メ
モ
に
あ
る
よ
う
に
明
治
二

O
年
に
は
大
火
で
全
町
の
出
が
失
わ
れ
、
二
一
年
に
は
塩
川
に
製
糸
工
場
が
建
て
ら
れ
て
、

工
業
化
の
方

向
が
現
れ
る
。
山
口
家
が
当
時
養
蛋
に
か
な
り
熱
を
入
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
地
域
の
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

こ
ろ
米
穀
取
引
は
地
方
経
済
金
融
界
を
リ
ー
ド
す
る
も
の
で
、
そ
の
業
者
は
極
め
て
勢
力
を
振
っ
た
ら
し
い
。
当
時
の
塩
川
の
戸
数
は
二

百
数
十
戸
で
、
こ
の
地
方
第
一
の
商
業
地
と
さ
れ
た
。
明
治
二
四
(
一
八
九
一
)
年
日
本
鉄
道
が
青
森
ま
で
開
通
し
、
三
四
年
に
は
岩
越

鉄
道
が
若
松
ま
で
通
じ
た
。
し
か
し
な
お
、
阿
賀
川
水
運
に
よ
る
新
潟
へ
の
米
輸
送
は
行
わ
れ
て
い
た
。
三
七
年
岩
越
線
が
塩
川
経
由
喜

多
方
ま
で
輸
送
を
開
始
し
て
い
る



四
、
ま

と

め

大
正
期
以
後
山
口
家
は
当
主
が
代
替
り
す
る
と
共
に
、
米
穀
・
質
商
か
ら
酒
造
質
商
に
転
換
す
る
。
大
正
中
期
の
メ
モ
に
は
こ
う
あ

る。「
大
正
八
年
度
ハ
実
ニ
最
高
景
気
時
代
ニ
テ
、
米
価
ノ
如
キ
四
斗
入
一
玖
二

O
円
ヲ
呼
ピ
農
作
業
手
間
ノ
如
キ
一
人
一
円
五

O
銭
ト
法
外
ノ
高
値
-
一
テ

村
ハ
非
常
ノ
好
況
ナ
リ
シ
為
、
町
家
モ
北
ハ
ニ
金
融
疹
済
ト
シ
テ
人
心
奪
移
-
一
流
レ
、
其
停
止
ス
ル
処
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
モ
、
大
正
九
年
一
石
七
円
五

O
銭

ト
急
落
ス
ル
ユ
及
ピ
不
景
気
甚
ダ
シ
ク
云
々
」

と
、
こ
の
間
の
経
緯
を
簡
明
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
純
益
そ
の
も
の
は
確
か
に
大
正
七
年
の
十
分
の
一
程
度
に
低
下
す
る
が
、
資
産
そ

住民の盛衰からみた阿賀川の河港塩川

の
も
の
は
着
実
に
昭
和
初
年
ま
で
増
加
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
昭
和
初
期
の
世
界
的
恐
慌
か
ら
酒
造
を
廃
し
て
酒
小
売
に
転
ず
る
。

多
く
の
塩
川
の
旧
家
を
み
る
と
、
昭
和
時
代
ま
で
存
続
し
え
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
み
な
こ
の
よ
う
に
、
旧
習
に
な
ず
ま
ず
時
代
の
変

化
に
応
じ
て
経
営
内
容
を
新
ら
し
く
転
換
し
て
い
っ
た
家
系
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
近
世
前
期
に
み
ら
れ
た
よ
う

な
、
武
士
の
系
統
を
誇
っ
た
り
、
行
政
的
権
威
に
安
住
し
て
い
た
家
系
は
、
商
業
の
発
展
と
共
に
地
域
社
会
か
ら
脱
落
し
て
絶
家
し
た
り

移
転
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
世
間
に
対
す
る
在
来
の
地
位
に
相
応
し
た
体
面
と
か
、
親
族
そ
の
他
の
関
係
と
し
て
の
ゆ
き
が
か
り
に
よ
っ

て
、
俄
か
に
生
活
全
般
を
改
め
が
た
い
た
め
に
、
財
産
を
失
な
い
、
地
位
と
し
て
も
没
落
し
て
し
ま
う
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
そ
う

し
た
行
き
が
か
り
の
体
面
に
こ
だ
わ
ら
な
い
新
興
の
家
系
が
、
分
家
や
新
来
者
に
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
家
系
を
資
料
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
形
上
か
ら
の
集
落
の
空
間
的
発
達
過
程
と
、
内
容
上
の
地
域
社
会
住
民
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の
永
続
的
な
生
活
の
存
在
と
は
、
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
ば
か
り
か
、
逆
の
関
係
に
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
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後
者
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
住
民
の
も
つ
地
域
社
会
の
衰
微
感
は
一
き
わ
強
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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北
方
筋
ハ
勿
論
遠
近
之
商
人
群
集
仕
是
皆
往
古
よ
り
定
市
之
仕
来
ニ
而
且
又
義
倉
御
取
行
之
始
も
当
村
之
儀
ハ
小
田
付
小
荒
井
両
村
江
較
候
而
も

増
納
ニ
御
座
候
当
村
相
納
候
穀
塩
酒
造
ヲ
始
諸
品
之
溜
銭
壱
ヶ
年
-
一
弐
百
弐
拾
六
両
弐
分
銭
五
百
貫
文
余
年
々
上
納
仕
侯
四
年
以
前
子
年
御
代
官

長
井
藤
蔵
様
御
勤
中
一
流
へ
歩
懸
ケ
被
仰
付
俣
ニ
市
場
ハ
五
厘
増
駅
場
ハ
官
官
分
之
増
と
被
仰
付
候
処
当
村
之
儀
ハ
古
例
之
常
市
子
今
少
茂
不
抑
民

用
無
余
儀
場
所
ニ
て
不
心
成
往
古
之
通
常
市
之
次
第
申
達
侯
得
ハ
早
速
御
達
被
下
置
仕
来
侯
以
古
例
当
村
ニ
限
リ
市
場
同
様
五
厘
増
-
一
一
被
仰
付
是

皆
左
ニ
一
吉
上
仕
侯
通
舟
着
之
儀
津
川
同
様
と
申
常
市
場
ニ
御
座
候
故
尤
日
之
無
定
各
人
晒
被
仰
付
侯
義
ハ
古
来
之
姿
と
奉
存
候
。
」
(
前
掲
(
5
)
回一

同
シ
)

〈
8
)

前
掲
〈
3
)

一
一
二
頁



(
9
)

高
合
七
百
七
拾
弐
石
弐
斗
余

一
、
惣
人
数
九
百
三
拾
弐
人

一
、
家
数
百
六
拾
九
軒

肉リ

拾

壱

軒

百

姓

一

通

リ

之

者

百

拾

七

軒

商

重

ニ

而

綾

計

田

畑

耕

作

之

者

三

拾

三

軒

水

呑

八

軒

検

断

肝

煎

寺

山

臥

医

者

(
文
化
四
年
十
月
塩
川
村
見
世
底
に
つ
き
願
)

住民の盛衰からみた阿賀川の河港塩川125 




